
議事概要 

 

イ ベ ン ト 第 3 回 えどがわ防災女性ミーティング 

日 時 2024 年 2 月 3 日（土）10:00～11:00 

場 所 グリーンパレス 

内 容 １ オープニング:危機管理部防災危機管理課 

• 防災危機管理課⾧より挨拶 

 

２ 今日の進め方について:危機管理部防災危機管理課 

• グループごとに避難所運営ゲーム（HUG）を行う事を説明 

 

３ 避難所運営ゲーム（HUG）:危機管理部地域防災課 

●説明 : 避難所運営ゲーム（HUG）の進め方を説明 

●準備 : グループごとに避難所となる学校の受付をはじめとしたレイアウトや動線等の作成 

●実践 : 与えられた事象に応じて、各グループで避難所運営の対応を協議 

          事象例  ① 次女は生後 20 日でおむつが足りない  

② ⾧男がぜんそくにより発作を起こしており、受診をする必要がある  

③ バス旅行中に地震に遭遇し帰宅困難となった  

④ 外国人の方が観光中に被災してしまった 

⑤ 着替えをしたいが、どこかで出来ないか  

⑥ 洗濯をしたいが、どこで洗ってどこで干せばいいか教えて欲しい 

 

運営ゲーム終了後に各グループから出た主な意見 

A グループ 

• 日本人だけではなく、外国人が避難所に来た場合には言葉の問題も生じてしまう。 

• 体の弱い高齢者の方等が避難した際にスムーズな誘導が出来るかどうか。色々なパターンがある。 

B グループ 

• 避難所運営においては開設最初に決める段取りが大事だと思う。 

• 避難所に人が押し寄せても慌てず対応していく事が重要ではないか。 

C グループ 

• 子連れや高齢者等の受入れ方針をあらかじめ想定し対応を決めたうえで受入れをしないと、かえって混

乱を招く恐れがある。 

• 個人情報や身元確認の同意を得るタイミングについては、受付をした時点で取得する方が後で取得する

よりも手間にならないのではないか。 

D グループ 

• 要配慮者等を考慮すると、受付は入口の近くに設置するほうがいい。 

• 普段から住んでいる地区毎に避難所内のスペースを振り分けたほうが顔見知りもいて良いのではないか。 

 

⇒避難所運営ゲーム（HUG）終了後、参加者には令和５年度のえどがわ防災女性ミーティングの全項目 

が終了した旨とお礼を伝えて解散 

以上 

 


